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－ＣＯＥ研究員研究概要一

琉球列島の更新世陸生脊椎動1Mm化石

-とくに陸生カメ類についての分類学的研究-

高橋亮雄(種の多様'性研究グループ｡2004-2006,2007-2009）

琉球列島には､一般に｢琉球石灰岩｣とよばれ

るサンゴ礁性の地層が広く分布している｡この地

層には､たくさんのフィッシャーと呼ばれる“割れ

目”や洞穴が発達し､これらを充填する石灰質の

堆積物からは､リュウキュウジ力などの絶滅種を含

む多様な陸生脊椎動物の化石が発見されている。

このような堆積物の年代は､炭素１４法による年

代測定の結果より４７，０００年をさかのぼらない値

が得られており､更新世の末期にあたることが示

されている｡こうした化石は､著しく高い種多様性

を擁す琉球列島の陸生脊椎動物相がほんの数万

年にはさらに現在以上に多様であったことを示す

だけでなく､琉球列島の古地理仮説を検証､補強

するための重要な資料となる｡しかしながら残念

なことに､これらについての従来の研究はすべ

て､適切な比較標本や解析を欠いたものであった

ため､化石の分類。同定や系統的な位置づけにお

いて多くの解決すべき問題を残してきた。

わたしは､こうした陸生脊椎動物化石のうちと

くに陸生カメ類について､多くの研究者の協力の

もとに分類学的研究をおこなっている｡カメ類は、

背骨や肋骨などが発達してできた頑立な甲羅を

持っているため､琉球列島のいくつかの島々から

たくさんの化石が比較的保存のよい状態で発見

されている｡また､カメ類は､ほかの動物と比べ骨

の形態形質についての研究がよくなされており、

破片化石でもしばしば分類に重要な形質を備え

ているといった好条件も備えている。

これまでの研究により､琉球列島にはほんの数

万年前まで､在来のイシガメ科３種に加え､現在

では絶滅してしまったイシガメ科５種とリクガメ

科1種が分布していたことがあきらかになってい

る｡絶滅種のうち､徳之島。沖縄島。伊江島。宮古

島。与那国島から発見されているリクガメ科のオ

オヤマリワガメと徳之島から発見されたアマミヤ

マガメは､それそ$れ東南アジアに分布するムツア

シガメ属の２種と沖縄諸島の固有種リュウキュウ

ヤマガメに近縁な新種として記載されている｡こ

のほか､中琉球からは八重山諸島に分布するヤエ

ヤマセマルハコガメと同属の１絶滅種が､宮古島

からは曰本本土と大隅諸島に分布するニホンイシ

ガメに近縁なイシガメ属の1絶滅種が､多良間島

からは曰本本土の中。上部重新統から知られるヤ

ベイシガメに近縁なイシガメ属の１絶滅種が､さ

らに久米島からこれらの化石とも在来のものとも

異なるカメが1種発見されている｡これらの化石

は､後期更新世の琉球列島には少なくとも９種の

陸生カメ類が分布したが､更新世の終わり(およ

そ１万年前)にその多くが急速に絶滅したことを

示している｡また､イシガメ属の絶滅種２種は宮

古諸島の固有種と考えられ､このことは同諸島が

比較的最近(中～後期更新世)に八重|||諸島から

孤立したとする古地理仮説に対し強い疑問を投げ

かけている｡このような後期更新世の“大臺絶滅'，

を引き起こした原因の解明や古地理仮説の検証

のために､カメ類だけでなくそのほかの動物化石

についての分類学的研究の発展が強く望まれる。
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写真：多良間島におけるカメ化石の産状と採集の

ようす
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